
【議事資料１－３】

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ３２年度
（目標年度）

1 ４６．８％ ４８．６％ ４７．２％ ５１．４％ ６５％以上

小学校 ４５．８％ ７７．１％ ４２．７％ ５７．３％ ５０％以上

中学校 ５１．９％ ３７．０％ ５９．３％ ４６．３％ ５０％以上

高　等
学　校

５９．３％ ６６．１％ ５９．３％ ６４．８％ ５０％以上

５１．０％ ６３．２％ ５１．５％ ５６．４％ ５０％以上

3 ４０．５％ ４８．０％ ４５．９％ ４７．９％ ５０％以上

4 ３７．２％ ３７．１％ ３７．０％ ３９．８％ ５０％以上

※ 数値目標１及び４の各年度の数値は、市民意識調査の結果によるものである。

〔数値目標の進捗状況を受けた対応について〕

【数値目標１】

【数値目標２】

【数値目標３】

【数値目標４】

国民体育大会に出場する広島県選手に占め
る広島市選手の割合を５０％以上にします。

トップス広島に加盟するチームの試合を年１
回以上会場で観戦した市民の割合を５０％以
上にします。

　市民意識調査の結果を分析したところ、平成２６年度は、おおむね全ての世代で前年度を上回りました。
　平成２３年度以降の世代別の推移を見てみると、おおむね６０歳以上の世代が約６０％であるのに対して、３０～４０
歳代の世代は約４０％と低い水準で推移しています。
　したがって、今後、３０～４０歳代の世代のスポーツ実施率のアップに向けた取組を推進していく必要があると考え
ます。

　小・中・高全体の数値で見れば、既に目標を達成しています。

　広島市選手として国民体育大会に出場したジュニア選手が、高等学校を卒業後、広島市外の大学へ進学する等し
た場合、広島市選手としてカウントできなくなります。
　このため、広島市選手のカウント方法に、市外在住の「ふるさと選手」を含める等、検討の余地があると考えていま
す。

　市民意識調査の結果を分析したところ、平成２６年度は、おおむね全ての世代で前年度を上回りました。
　平成２３年度以降の職業別の推移を見てみると、専業主婦の観戦率が約３０％で変化がないため、専業主婦の観
戦率アップに向けた取組を推進していく必要があると考えています。
　また、同時に、様々な機関と連携し、地域ぐるみでトップスの応援機運の醸成を図ることも重要であると考えていま
す。

数値目標（目標年度：平成３２年度）

週１回以上スポーツをする市民の割合を３人
に２人（６５％）以上にします。

2

全　　　　　体

数値目標の進捗状況

新体力テストの結果において広島
市の平均値が全国の値以上となる
種目の割合を５０％以上にします。


